


　九州防衛局広報誌「きゅうしゅう」をご覧の皆様こんにちは。航空自衛
隊第９警戒隊長兼ねて下甑島分屯基地司令の山木です。
　下甑島分屯基地は、薩摩半島西方約５０㎞の下甑島の中央部山岳地域に
所在しており、昭和２８年７月米空軍のレーダー基地として建設され、昭和
３０年には航空自衛隊が下甑島に展開し、昭和３３年、航空自衛隊の第１
号レーダーサイトとして正式に移管を受けました。因みに航空自衛隊で最初
に移管を受けたことから、当部隊は「魁 (さきがけ )」の部隊と言う愛称、
別名が有ります。以降半世紀以上にわたり、部隊改編、装備品や施設の
新設改修等を経て今日に至っています。また、平成２１年に弾道ミサイルに
対応した警戒管制レーダーＪ／ＦＰＳ－５、通称ガメラレーダーを配備し、
昼夜を問わず、２４時間３６５日常続不断の運用を整斉と実施し、警戒監
視及び弾道ミサイル対処の要として極めて重要な役割を果たしています。
　当分屯基地では、毎年、基地開庁記念行事等の開催や地域行事への積
極的な参加を通じ、地域住民の方々に部隊の理解を深めて頂いております。
地元の方々にご理解を頂き、この地に展開してきて以来、常に下甑島の一
部となることに努め、頼られる存在になりたいと思い続けて活動をしてきた
先輩方の歴史を回顧しつつ、良き伝統を引き続き、必要な見直しや改革を
不断に行い、更なる精強化のため精進を重ねる所存ですので、今後もご支
援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。



①ヘリコプター体験搭乗
②警備訓練
③基地追悼式
④薩摩川内市父兄会記念植樹
⑤鹿児島みなと祭り出羽踊り支援
⑥こしきしまアクアスロン大会支援
⑦ナポレオン岩
⑧鹿の子百合
















